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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水槽に設けられた排水口を閉じる排水栓蓋を、操作ボタンの操作によってレリースワイ
ヤを介して昇降させて前記排水口を開閉する遠隔操作式排水栓装置において、
　前記操作ボタンが取り付けられる取付対象部に形成された貫通孔に表面側から挿入され
、内部に前記操作ボタンを進退可能とする案内面を有し、周囲に雄ネジが設けられた円筒
部と、当該円筒部の上部に形成されたフランジと、を有するフランジ部材と、
　前記取付対象部の裏面側から前記円筒部の雄ネジに螺合される雌ネジが設けられて、前
記フランジと共に前記取付対象部を挟持する締付ナットと、
で構成された操作部ガイド部と、
　前記操作ボタンの進退動作を前記レリースワイヤに伝達する機構部を内部に保持すると
ともに、前記操作部ガイド部に下方から接続可能な接続管と、
　前記接続管を前記操作部ガイド部に接続させる接続管用接続具と、
を備え、
　さらに、前記接続管と前記操作部ガイド部との接続が不良である場合に、前記操作ボタ
ンの前記フランジ部材への組込み動作あるいは前記操作ボタンの前記フランジ部材の内部
での進退動作のいずれかを規制して、前記操作ボタンによる前記排水栓蓋の開閉の切替え
を不能とする規制手段を備えたことを特徴とする遠隔操作式排水栓装置。
【請求項２】
　請求項１において、
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　前記規制手段は、前記フランジ部材の円筒部内を降下する前記操作ボタンが衝突して操
作ボタンの降下を停止させるように、前記フランジ部材の円筒部内に設けられた凸部とし
たことを特徴とする遠隔操作式排水栓装置。
【請求項３】
　請求項１において、
　前記規制手段は、前記フランジ部材の円筒部の少なくとも一部を内向きに変形させて前
記操作ボタンの前記円筒部内への挿入を規制する弾性片であることを特徴とする遠隔操作
式排水栓装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、浴槽や洗面ボウルなどの水槽の排水口を開閉するのに使用される遠隔操作式
の排水栓装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１に示されているように、従来、遠隔操作式の排水栓装置では、その操作部を
浴槽の縁に取り付ける際に、操作部の上下動をガイドする貫通孔を有するフランジ部材と
フランジ部材の外周に螺合する締付具とで浴槽を挟持するように固定し、さらに、レリー
スワイヤが収められた接続管をフランジ部材の下端部にロック部材で締結していた。この
ロック部材は、弾性変形することにより胴体部にワンタッチで装着される。具体的には、
ロック部材に形成されたアームを胴体部に装着する際に、二股に分岐して弾性変形可能な
アームが胴体部によって押し広げられた後、弾性変形が復元してアームが胴体部に接触す
るようにして、ロック部材が胴体部に装着される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－２１１４５６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、接続管の締結は、浴槽の縁の下方で行われるためロック部材が装着されている
ことを確認しにくい。そのため接続管がしっかりと装着されず、接続管が外れてしまうこ
とがあった。また、フランジ部材と接続管の間に嵌め込まれたＯリングの摩擦力によって
接続管が中途半端に固定されてしまい、ロック部材が装着されぬまま放置されてしまう恐
れがあった。その場合、Oリングの摩擦力では、接続管の固定状態を維持できず、接続管
がフランジ部材から外れてしまい、漏水する恐れがあった。
　そこで、本発明は、接続管がフランジ部材に接続されていることを、容易に確認するこ
とが可能な遠隔操作式の排水栓装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　請求項１の発明は、水槽に設けられた排水口を閉じる排水栓蓋を、操作ボタンの操作に
よってレリースワイヤを介して昇降させて前記排水口を開閉する遠隔操作式排水栓装置に
おいて、前記操作ボタンが取り付けられる取付対象部に形成された貫通孔に表面側から挿
入され、内部に前記操作ボタンを進退可能とする案内面を有し、周囲に雄ネジが設けられ
た円筒部と、当該円筒部の上部に形成されたフランジと、を有するフランジ部材と、前記
取付対象部の裏面側から前記円筒部の雄ネジに螺合される雌ネジが設けられて、前記フラ
ンジと共に前記取付対象部を挟持する締付ナットと、で構成された操作部ガイド部と、前
記操作ボタンの進退動作を前記レリースワイヤに伝達する機構部を内部に保持するととも
に、前記操作部ガイド部に下方から接続可能な接続管と、前記接続管を前記操作部ガイド
部に接続させる接続管用接続具と、を備え、さらに、前記接続管と前記操作部ガイド部と
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の接続が不良である場合に、前記操作ボタンの前記フランジ部材への組込み動作あるいは
前記操作ボタンの前記フランジ部材の内部での進退動作のいずれかを規制して、前記操作
ボタンによる前記排水栓蓋の開閉の切替えを不能とする規制手段を備えたことを特徴とす
る遠隔操作式排水栓装置である。
【０００６】
　これによれば、接続管用接続具による操作部ガイド部への接続管の接続が不十分となり
、接続管の接続が不良となった場合には、規制手段によって、操作ボタンがフランジ部材
への組込みができず操作ボタンの動きがレリースワイヤに伝達されない、あるいは、操作
ボタンがフランジ部材内部で押し込めない。これにより、操作ボタンによる排水栓の昇降
が不能となるので、接続管の接続不良を容易に確認することができる。
【０００７】
　請求項２の発明は、請求項１において、前記規制手段は、前記フランジ部材の円筒部内
を降下する前記操作ボタンが衝突して操作ボタンの降下を停止させるように、前記フラン
ジ部材の円筒部内に設けられた凸部としたことを特徴とする遠隔操作式排水栓装置である
。
【０００８】
　これによれば、接続管が接続不良である場合には、降下中の操作ボタンが凸部に衝突し
て操作ボタンの進退動作が途中で停止する。そのため、操作ボタンを操作しても排水栓蓋
が昇降しないので、接続管が接続不良になっていることを容易に確認することができる。
【０００９】
　請求項３の発明は、請求項１において、前記規制手段は、前記フランジ部材の円筒部の
少なくとも一部を内向きに変形させて前記操作ボタンの前記円筒部内への挿入を規制する
弾性片であることを特徴とする遠隔操作式排水栓装置である。
【００１０】
　これによれば、接続管が接続不良である場合には、操作ボタンをフランジ部に挿入する
組込みの途中で操作ボタンの挿入が規制されて動かなくなる。そのため、操作ボタンはレ
リースワイヤの機能部に装着されない状態となり、操作ボタンを操作しても排水栓蓋が昇
降しないので、接続管が接続不良になっていることを容易に確認することができる。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、接続管がフランジ部材に接続されていることを、容易に確認すること
が可能な排水栓装置が提供される。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の第一の実施形態にかかる排水栓装置を示す概略図である。
【図２】図１の排水栓装置の操作部を示す側面図である。
【図３】図２に示す操作部の中央縦断面図である。
【図４】図２に示す操作部の分解図である。
【図５】図２に示す操作部を浴槽のリム部に取り付ける状態を示す側面図である。
【図６】図５に示す操作部の中央縦断面図である。
【図７】本発明の第一の実施形態にかかる排水栓装置の操作部のフランジ部材を示す側面
図である。
【図８】図７に示すフランジ部材を浴槽のリム部に取り付ける締付ナットを示す側面図で
ある。
【図９】接続管が正常に接続された排水栓装置において、操作ボタンを最も押し下げた状
態を示す中央縦断面図である。
【図１０】接続管が正常に接続されていない排水栓装置において、操作ボタンを押し下げ
た状態を示す中央縦断面図である。
【図１１】本発明の第二の実施形態にかかる排水栓装置の操作部のフランジ部材を示す側
面図である。
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【図１２】本発明の第二の実施形態にかかる排水栓装置の操作部の中央縦断面図である。
【図１３】図１２に示す操作部の分解図である。
【図１４】接続管が正常に接続されていない排水栓装置において、操作ボタンを装着しよ
うとした状態を示す中央縦断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、図面を参照して、本発明の実施の形態を説明する。
　図１は本発明の第一の実施形態にかかる排水栓装置を示す概略図である。
　排水栓装置１００は、浴槽２００（水槽）に設けられた排水口２１０に取り付けられる
排水栓部１００Ａと、浴槽２００のリム面２２０に形成された貫通孔２２１（図２参照）
に取り付けられる操作部１００Ｂと、を備え、排水栓部１００Ａと操作部１００Ｂとをレ
リースワイヤ１６０で接続した遠隔操作式の排水栓装置である。レリースワイヤ１６０は
、操作部１００Ｂと排水栓部１００Ａとを接続するように設けられたホース１７０の内部
に配設され、アウターチューブの内部でインナーワイヤが進退するように構成されている
。
【００１４】
　排水栓部１００Ａは、浴槽２００の排水口２１０の下部に取り付けられた支持金具１８
０にレリースワイヤ１６０の一端に設けられた作動部１６５を保持させ、その作動部１６
５に排水口２１０を閉じる排水栓蓋１９０を取り付けている。後述する操作ボタン１５０
の操作によってレリースワイヤ１６０を介して作動部１６５が排水栓蓋１９０を昇降させ
ることにより、排水口２１０を開閉する。なお、図示しないが、支持金具１８０には、前
述したホース１７０の一端が取り付けられている。
【００１５】
　次に、操作部１００Ｂについて説明する。
　図２は排水栓装置の操作部を示す側面図、図３は操作部の中央縦断面図、図４は操作部
の分解図である。
　操作部１００Ｂは、外周面に雄ネジ１１３が形成された円筒部１１１の上端部に外向き
のフランジ１１２を設けたフランジ部材１１０と、フランジ部材１１０の雄ネジ１１３に
螺合する雌ネジ１２１を有する締付ナット１２０と、レリースワイヤ１６０の他端に設け
られた機構部１６２を保持してフランジ部材１１０の円筒部１１１の下端に下方から接続
される接続管１３０と、接続管１３０を締付ナット１２０に取り付ける接続管用接続具１
４０と、フランジ部材１１０の円筒部１１１の内部に進退可能に配設された操作ボタン１
５０と、を備えている。これらのフランジ部材１１０、締付ナット１２０、接続管１３０
、接続管用接続具１４０、操作ボタン１５０は、いずれも樹脂製部材である。
【００１６】
　フランジ部材１１０は浴槽２００のリム面２２０の表面側から貫通孔２２１に挿通され
る。締付ナット１２０は、浴槽２００のリム面２２０の裏面側から、雌ネジ１２１をフラ
ンジ部材１１０の雄ネジ１１３に螺合させる。雌ネジ１２１を雄ネジ１１３に締め付けて
、フランジ部材１１０のフランジ１１２と締付ナット１２０とで浴槽２００のリム面２２
０を挟持する。そして、フランジ部材１１０の円筒部１１１の内周が、操作ボタン１５０
を進退可能に支える案内面１１４となる。これにより、フランジ部材１１０と締付ナット
１２０とが、浴槽２００のリム面２２０に設けた貫通孔２２１に対して操作ボタン１５０
の進退をガイドする操作部ガイド部Ａとなる。
　また、案内面１１４の下部には、内方に突出する凸部１１５を設けている（図７参照）
。本実施形態では、この凸部１１５を、９０度間隔で４個設けている。
【００１７】
　締付ナット１２０は、その外周面の下方に、後述するガイド溝１２２を複数設けている
。また、締付ナット１２０の下部に、接続管１３０の上端部が挿入可能な凹部１２３を形
成している。
【００１８】
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　接続管１３０は、下端部にレリースワイヤ１６０の周囲を囲うホース１７０が接続され
、上端部を操作部ガイド部Ａに接続している。また、接続管１３０の内部に、機構部１６
２を保持する保持部１３１を形成している。また、接続管１３０は、上端部を外向きに突
出させた突出部１３２とし、その外周側面に、Ｏリング１３３を嵌める溝１３４を設けて
いる。このＯリング１３３は、接続管１３０が操作部ガイド部Ａに接続されると、接続管
１３０の上端部が締付ナット１２０の凹部１２３に挿入されて、締付ナット１２０の凹部
１２３の内周面に密接してシールする。
【００１９】
　接続管接続具１４０は、接続管１３０の上部寄りの端部に回転可能に設けられている。
具体的には、接続管１３０の上部の周囲に形成した浅溝部１３５に、接続管接続具１４０
を部分的に係合させて、接続管接続具１４０を浅溝部１３５に沿って回転可能にしている
。また、接続管接続具１４０を浅溝部１３５に係合させた状態で、接続管接続具１４０の
水平上面が接続管１３０の突出部１３２の下面に接する。そして、接続管接続具１４０の
内周部の上方に、後述する突起１４１を複数設けている。
【００２０】
　接続管１３０を操作部ガイド部Ａに接続する際には、接続管１３０の上端を操作部ガイ
ド部Ａに近づけた状態で操作部接続具１４０を回して、突起１４１を前述した締付ナット
１２０のガイド溝１２２に挿入し、さらに操作部接続具１４０を回し続けて突起１４１を
ガイド溝１２２のロック位置１２２ｃまで到達させて、接続管１３０の接続は完了となる
。
【００２１】
　操作ボタン１５０は、上面を円形の操作面１５１とし、操作面１５１の周囲から下方に
垂下部１５２を延設し、垂下部１５２の上部に鍔部１５３を設けた形状である。操作ボタ
ン１５０は、機構部１６２の内部から操作ボタン側に突き出たロッド１６３の先端に装着
される。操作ボタン１５０を押すたびに、操作ボタン１５０を押す力がロッド１６３から
機構部１６２に伝わり、レリースワイヤ１６０を介して排水栓蓋１９０を昇降する。
【００２２】
　機構部１６２は、操作ボタン１５０を押すたびにロッド１６３が機構部１６２内に押込
まれて、機構部１６２内でレリースワイヤ１６０のインナーワイヤを押し込んで、操作ボ
タン１５０の進退動作をレリースワイヤ１６０に伝えるように機能する。また、使用者が
操作ボタン１５０から手を離すと、押込まれたロッド１６３を上昇させる復帰バネ（図示
せず）を内蔵して、操作ボタン１５０を上昇させるように機能する。さらに、本実施形態
では、機構部１６２の内部にラッチ機構（図示せず）を内蔵させ、押しボタン１５０を押
すたびに、高い位置と低い位置とに交互に押しボタン１５０が位置するようにして、排水
栓蓋１９０が排水口２１０を閉じる位置と排水口２１０を開く位置とに保持するようにし
ている。
【００２３】
　次に、操作部ガイド部Ａに接続管１４０を接続する構造について説明する。
　図５は操作部を浴槽のリム部に取り付ける状態を示す側面図、図６は図５と同じ状態に
おける操作部を示す中央縦断面図、図７はフランジ部材を示す側面図、図８はフランジ部
材を浴槽のリム部に取り付ける締付ナットを示す側面図である。
【００２４】
　前述したように、接続管用接続具１４０は、その内周部の上方に突起１４１を設けてい
る。本実施形態では、９０度間隔で４個の突起１４１を設けている。
【００２５】
　また、操作部ガイド部Ａの一部を構成する締付ナット１２０は、その外周部に突起１４
１を差し込み可能なガイド溝１２２を、突起１４１と同じく４個設けている。このガイド
溝１２２は、締付ナット１２０の外周面を内方に凹ませて形成している。このガイド溝１
２０の凹みは、突起１４１がガイド溝１２０から外れて空回りしないように適度な深さに
なっている。また、ガイド溝１２２の手前を締付ナット１２０の下面に開放して、その解
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放端から突起１４１を挿入するようにされている。
【００２６】
　ガイド溝１２２の奥には、差し込まれた突起１４１を動かぬように拘束するロック部が
設けられている。本実施形態においては、このロック部は、ガイド溝１２２の底面１２２
ｅを部分的に浅くする段部１２２ａで構成している。接続管接続具１４０をロックする際
には、接続管接続具１４０を回して突起１４１の頂点が段部１２２ａを乗り越えるように
力をかけて接続管接続具１４０を回転させることによって、突起１４１をロック位置１２
２ｃに到達させる。
　また、ガイド溝１２２の解放端から段部１２２ａの間に、ガイド溝１２２に受け入れた
突起１４１を斜め上向きに案内する傾斜ガイド部１２２ｂを設けている。
　さらに、ガイド溝１２２には、脱落防止部１２４を設けている。本実施形態では、この
脱落防止部１２４は、段部１２２ａより奥側、すなわちガイド溝１２２のロック位置１２
２ｃの下部に、外側に突出させた突出壁を設けることにより、突起１４１がガイド溝１２
２から外れないように構成している。これにより、接続管１３０が左右に傾くような方向
に力が加わった場合でも、この突出壁が、突起１４１のガイド溝１２２へのかかり代を大
きくするように働くので、接続管１３０が操作部ガイド部Ａから外れるのを防止すること
ができる。
【００２７】
　接続管１３０を操作部ガイド部Ａに接続する際には、まず、接続管１３０の上端を操作
部ガイド部Ａに近づけた状態で操作部接続具１４０を回して、突起１４１を前述した締付
ナット１２０のガイド溝１２２に挿入する。次いで、操作部接続具１４０を回し続けて、
突起１４１をガイド溝１２２の傾斜ガイド部１２２ｂ内を移動させることによって接続管
接続具１４０を上方に移動させて接続管１３０の上端部を締付ナット１２０の下面に設け
た凹部１２３に徐々に挿入させる。この際、接続管１３０に取り付けたＯリング１３３も
接続管接続具１４０を回すことによって軽い力で凹部１２３に挿入される。そして、さら
に操作部接続具１４０を回して、突起１４１をガイド溝１２２のロック位置１２２ｃまで
到達させて、接続管１３０の接続は完了となる。
【００２８】
　次に、本実施形態において、接続管の接続不良の際に操作ボタンの動作を規制する構成
について説明する。
　図９は接続管が正常に接続された排水栓装置において、操作ボタンを最も押し下げた状
態を示す中央縦断面図である。
　操作ボタン１５０を図９に示す位置まで押し下げると、機構部１６２内のラッチ機構が
働いて、開栓状態と閉栓状態が切り替わる。なお、本実施形態上では、便宜上、操作ボタ
ン１５０が上昇しているときは排水栓蓋１９０が下降して排水口２１０を閉じる閉栓状態
とし、操作ボタン１５０が下降しているときは排水栓蓋１９０が上昇して排水口２１０を
開く開栓状態としているが、この逆であってもよい。
【００２９】
　接続管１３０が正常に接続されていれば、押しボタン１５０の進退動作の軌跡上にフラ
ンジ部材１１０の凸部１１５が干渉することがない。そのため、閉栓状態の操作ボタン１
５０を押し下げて図９の状態とし、操作ボタン１５０から手を離すと、前述した機構部１
６２内の復帰バネおよびラッチ機構の働きにより操作ボタン１５０は少しだけ上昇した位
置で静止して開栓状態となる。
【００３０】
　これに対して、接続管１３０が正常に接続されていない状態では、押しボタン１５０の
進退動作の軌跡上にフランジ部材１１０の凸部１１５が干渉して、押しボタン１５０の進
退動作が規制される。
　図１０は接続管が正常に接続されていない排水栓装置において、操作ボタンを押し下げ
た状態を示す中央縦断面図である。
　接続管接続具１４０がガイド溝１２２に対して不適切に締付けられると、締付ナット１
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２０の凹部１２３に接続管１３０の上端部が完全に挿入されず、接続管１３０は正常な位
置よりも低い位置となる。すると、図１０に示すように、接続管１３０に保持された機構
部１６２やロッド１６３も低い位置となる。すると、操作ボタン１５０を押し下げて、操
作ボタン１５０の鍔部１５３を、フランジ部材１１０の凸部１１５に接触する位置まで下
降しても、機構部１６２のラッチ機構が閉栓状態から開栓状態に切り替わらず、手を離す
と操作ボタン１５０は元の位置に戻ってしまい、一旦開いた排水栓蓋１９０も閉栓状態に
戻る。このように、フランジ部材１１０の凸部１１５が、接続管１３０の操作部ガイド部
Ａへの接続が不良であった場合に操作ボタン１５０のフランジ部材１１０内での進退動作
を規制して排水栓蓋１９０の開閉切替を不能とする規制手段として機能する。
【００３１】
　このように、本実施形態では、接続管１３０の接続不良があった場合には、操作ボタン
１５０を押し下げる途中でフランジ部材１１０の凸部１１５によって操作ボタン１５０の
進退動作が規制されるので、排水栓蓋１９０の開閉が切り替わることなく、また、操作ボ
タン１５０も元の位置に戻るから、操作ボタン１５０を押し下げたときの操作ボタンの動
きや排水栓の開閉切替えの状態から接続管１３０が接続不良である可能性があることがわ
かる。そのため、排水栓装置の施工後に、操作ボタン１５０によって排水栓の開閉を試運
転すれば、接続管の接続不良を速やかに発見することができ、施工ミスによる排水栓装置
の動作不良を防止することができる。
【００３２】
　また、接続管１３０を操作部ガイド部Ａに確実に接続することが可能となるから、施工
後に接続管１３０が外れることがない。よって、浴槽２００のリム面２２０からフランジ
部材１１０の円筒部１１１内面を通過した水を、接続管１３０やホース１７０を通して確
実に排水管に排出することができるから、排水栓装置１００の接続部から漏水する恐れも
ない。
【００３３】
　次に、本発明の第二の実施形態について説明する。
　図１１は本発明の第二の実施形態にかかる排水栓装置の操作部のフランジ部材を示す側
面図、図１２は排水栓装置の操作部の中央縦断面図、図１３は操作部の分解図である。な
お、前述した実施形態と同じ構成については、同じ符号を付してその説明を省いている。
【００３４】
　操作部３００Ｂは、外周面に雄ネジ３１３が形成された円筒部３１１の上端部に外向き
のフランジ３１２を設けたフランジ部材３１０と、フランジ部材３１０の雄ネジ３１３に
螺合する雌ネジ３２１を有する締付ナット３２０と、レリースワイヤ１６０の他端に設け
られた機構部１６２を保持してフランジ部材３１０の円筒部３１１の下端に下方から接続
される接続管３３０と、接続管３３０を締付ナット３２０に取り付ける接続管用接続具３
４０と、フランジ部材３１０の円筒部３１１の内部に進退可能に配設された操作ボタン１
５０と、を備えている。これらのフランジ部材３１０、締付ナット３２０、接続管１３０
、接続管用接続具３４０、操作ボタン１５０は、いずれも樹脂製部材である。
【００３５】
　フランジ部材３１０は、浴槽２００のリム面２２０の表面側から貫通孔２２１に挿通さ
れる。締付ナット３２０は、浴槽２００のリム面２２０の裏面側から、雌ネジ３２１をフ
ランジ部材３１０の雄ネジ３１３に螺合させる。雌ネジ３２１を雄ネジ３１３に締め付け
て、フランジ部材３１０のフランジ３１２と締付ナット３２０とで浴槽２００のリム面２
２０を挟持する。そして、フランジ部材３１０の円筒部３１１の内周が、操作ボタン１５
０を進退可能に支える案内面３１４となる。これにより、第一の実施形態と同様に、フラ
ンジ部材３１０と締付ナット３２０とが、浴槽２００のリム面２２０に設けた貫通孔２２
１に対して操作ボタン１５０の進退をガイドする操作部ガイド部Ａ２となる。案内面３１
４の下部には、円筒部３１１の下端部から二条のスリットを入れて、そのスリットの間を
弾性片３１５としている。さらに、弾性片３１５の外側の下端部に、外向き凸部３１６を
設けている。本実施形態では、この弾性片３１５を９０度間隔で４個設けている。
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【００３６】
　締付ナット３２０は、その外周面に雄ネジ３２２を複数設けている。また、締付ナット
３２０の下部に、接続管１３０の上端部が挿入可能な凹部３２３を形成している。
【００３７】
　接続管３３０は、下端部にレリースワイヤ１６０の周囲を囲うホース（図示せず）が接
続され、上端部を操作部ガイド部Ａに接続している。また、接続管３３０の内部に、機構
部１６２を保持する保持部３３１を形成している。また、接続管３３０は、上端部を外向
きに突出させた突出部３３２とし、その外周側面に、Ｏリング３３３を嵌める溝３３４を
設けている。このＯリング３３３は、接続管３３０が操作部ガイド部Ａに接続されると、
接続管３３０の上端部が締付ナット３２０の凹部１２３に挿入されて、締付ナット３２０
の凹部３２３の内周面に密接してシールする。
【００３８】
　接続管接続具３４０は、接続管３３０の上部寄りの端部に回転可能に設けられている。
具体的には、接続管３３０の上部の周囲に形成した浅溝部３３５に、接続管接続具３４０
を部分的に係合させて、接続管接続具３４０を浅溝部３３５に沿って回転可能にしている
。また、接続管接続具３４０を浅溝部３３５に係合させた状態で、接続管接続具３４０の
水平上面が接続管３３０の突出部３３２の下面に接する。そして、接続管接続具３４０の
内周部に、締付ナット３２０の雄ネジ３２２に螺合する雌ネジ３４２を設けている。
【００３９】
　接続管３３０を操作部ガイド部Ａに接続する際には、接続管３３０の上端を操作部ガイ
ド部Ａに近づけた状態で操作部接続具３４０を回して、雌ネジ３４２を雄ネジ３２２に螺
合させ、接続管３３０の接続は完了となる。
【００４０】
　次に、本実施形態において、接続管の接続不良の際に操作ボタンの動作を規制する構成
について説明する。
　図１４は接続管が正常に接続されていない排水栓装置において、操作ボタンを装着しよ
うとした状態を示す中央縦断面図である。
　接続管３３０が正常に接続されていない状態、すなわち、接続管接続具３４０の雌ネジ
３４２を締付ナット３２０の雄ネジ３２２に甘く締付けた状態では、押しボタン１５０の
進退動作の軌跡上にフランジ部材３１０の外向き凸部３１６が干渉して、押しボタン１５
０の進退動作が規制される。
【００４１】
　接続管接続具３４０が締付ナット３２０の雄ネジ３２２に対して不適切に締付けられる
と、締付ナット３２０の凹部３２３に接続管３３０の上端部が完全に挿入されず、接続管
３３０の上端部の内面３３２ａがフランジ部材３１０の外向き凸部３１６に干渉して、弾
性片３１５を内向きに押し込む。すると、図１４に示すように、操作ボタン１５０をロッ
ド１６３に装着するためにフランジ部材３１０の内部に組み込もうとしても、内向きに変
形した弾性片３１５に操作ボタン１５０が衝突して、操作ボタン１５０の組込み動作を規
制する。このように、フランジ部材３１０の弾性片３１５が、接続管３３０の操作部ガイ
ド部Ａへの接続が不良であった場合に操作ボタン１５０のフランジ部材３１０内への組込
み動作を規制して排水栓蓋１９０の開閉切替を不能とする規制手段として機能する。
【００４２】
　このように、本実施形態では、接続管３３０の接続不良があった場合には、操作ボタン
１５０をフランジ部材３１０内に組み込む途中でフランジ部材３１０の弾性片３１５によ
って組込み動作が規制されるので、操作ボタン１５０が異様に高い位置となって接続管１
３０が接続不良である可能性があることがわかる。そのため、排水栓装置の施工中に、接
続管の接続不良を速やかに発見することができ、施工ミスによる排水栓装置１００の動作
不良を防止することができる。
【００４３】
　また、接続管３３０を操作部ガイド部Ａに確実に接続することが可能となるから、施工
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後に接続管３３０が外れることがない。よって、浴槽２００のリム面２２０からフランジ
部材３１０の円筒部３１１内面を通過した水を、接続管３３０やホース１７０を通して確
実に排水管に排出することができるから、排水栓装置の接続部から漏水する恐れもない。
【００４４】
　以上、本発明の実施の形態について説明した。しかし、本発明はこれらの記述に限定さ
れるものではない。前述の実施の形態に関して、当業者が適宜設計変更を加えたものも、
本発明の特徴を備えている限り、本発明の範囲に包含される。
【００４５】
　本実施形態では、排水栓装置１００を浴槽２００に取り付ける例を説明したが、洗面ボ
ウルに取り付ける際にも本発明を適用可能である。また、操作ボタン１５０の取付対象部
として、やはり浴槽２００を例示して説明したが、浴槽２００に隣接するカウンターの上
面を操作ボタン１５０の取付対象部としてもよい。また、操作ボタン１５０を取り付ける
取付対象部は、水平面に限らず、垂直面あるいは傾斜面であってもよい。また、本実施形
態では、操作部ガイド部Ａ側にガイド溝１２２を設け、接続管接続具１４０に突起１４１
を設けた例としたが、これに代えて、操作部ガイド部Ａに突起１４１を、接続管接続具１
４０にガイド溝１２２を設けてもよい。さらに、接続管接続具１４０を、操作部ガイド部
Ａの締付ナット１２０に接続するのに代えて、操作部ガイド部Ａのフランジ部材１１０の
円筒部１１１に接続するようにすることも可能である。また、ラッチ機構を機構部１６２
に内蔵させるのに代えて、作動部１６５に内蔵させてもよい。
【符号の説明】
【００４６】
１００…排水栓装置
１１０…フランジ部材
１１１…円筒部
１１２…フランジ
１１３…雄ネジ
１１４…案内面
１１５…凸部（規制手段）
１２０…締付ナット
１２１…雌ネジ
１３０…接続管
１４０…接続管用接続具
１５０…操作ボタン
１６０…レリースワイヤ
１６２…機構部
１９０…排水栓蓋
２００…浴槽（水槽）
２１０…排水口
２２０…リム面（取付対象部）
２２１…貫通孔
３１０…フランジ部材
３１１…円筒部
３１２…フランジ
３１３…雄ネジ
３１４…案内面
３１５…弾性片（規制手段）
３２０…締付ナット
３２１…雌ネジ
３３０…接続管
３４０…接続管用接続具
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Ａ…操作部ガイド部
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【図３】 【図４】
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【図７】
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【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】 【図１３】

【図１４】
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